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清秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 

今年も夏から秋にかけて、猛暑・台風と様々な災害が発生しておりますが、様々 

な対策がなされることで、現在まで伊勢崎市では大きな被害が発生することなく、 

行事なども行うことができております。地域役員の皆様をはじめとする、多くの方々 

のお力により、実現できていることかと思います。本当にありがとうございます。 

しかし、伊勢崎市もいつ何があるか分かりません。五十嵐市長も 【安心、安全な

まちづくり】 を掲げており、市議会としましても、防災・減災のなど準備ひとつひとつ

を確認しながら、しっかりと地域の皆様が安心して暮らせる、住みよいまちに向けて、

精進し、取り組んでまいりたいと思います。 
 

今後とも皆さまのご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。 

佐藤 智則  

平成 30 年度一般・特別会計決算を認定 

第 4 回定例会 

（8 月 30 日～9 月 27 日 議案 58 件） 

2019年 10-11月 
（令和 元年） 

【Vol.5】 

 

市議会議員 佐藤とものり 議会報告 
 

市長から提出された議案 57件 

○決算認定  13件  ○補正予算   5件  ○条例関係 20件 

○人事案件   1件  ○その他    18件 

議員から提出された議案 1件 

 

【平成 30年度 決算】 

 一般会計   歳入： 74,597,611,554円 

          歳出： 72,245,541,513円 

 特別会計   歳入： 65,061,184,986円 

          歳出： 63,736,020,087円 

その他、企業会計（水道、病院、介護老人保健施設、訪問看護） 

【 議員から提出された議案について 】 
 

豚コレラ感染拡大防止における豚へのワクチン接種に係る対策を求める 

意見書案を提出いたしました。 



 

 

 
1．情報システムによるペーパーレス化について 
 （1）庁舎内での紙の使用量 

→平成 28年度、1,170 万 2,000枚、平成 29年度、1,155万 5,000枚、平成 30年度、1,197万 5,000枚と 
なっており、平成 29年度までは減少傾向となっていましたが、平成 30年度では増加している状況です。 

 

 （2）庁舎内での情報共有方法 

→業務上のデータは、部署ごとに切り分けられたファイルサーバーに保管され、担当者不在時に業務の 
進捗状況等の確認が必要な場合でも対応が可能。職員の情報共有にはグループウェアを利用し、業務 
予定や会議室等の予約状況を管理するスケジュール機能、業務上必要な書類の書式やマニュアル等を 
保存するファイル管理機能、部署間及び職員間で連絡調整を行う庁舎メール機能、部署及び職員に一斉 
に周知を行う掲示板機能等があります。年間利用状況は、庁舎メール機能を約 20万件、掲示版機能を 
約 2,000件利用、業務上の連絡、調整及び情報共有等に効果があると考えています。 

 

 （3）ペーパーレス化に向けた今後の対応 

→電子文書決裁については、工事等の場合の詳細図面の添付などに対して難しさがあり、導入には慎重 
な検討が必要と判断した経過があります。しかしながら、国ではデジタル化を加速させており、本年 3月 
には行政文書の電子的管理についての基本的方針も示されています。本市においても、電子文書決裁 
や電子文書を安全かつ効率的に保管できるシステム研究を進め、ペーパーレス化に取り組んでいきます。 

 

2．立地適正化計画におけるまちづくりについて 
 （1）駅周辺における具体的対応  （2）既存集落における対応方法  （3）将来に向けたまちづくりへの展望 

 

→駅前第一区画整理内の利用されていない部分は、地権者の意向や、まだ事業途中の土地と考えられます。 
土地の利活用については、所有者の考えがあり、市が率先して建築等を促すことはできません。区画整理 
事業に関連する相談は随時受け付けており、更地の利活用も含めて引き続き個別相談に対応するとともに、 
地元説明会では、相談窓口についても周知を図っているところです。市街化調整区域の既存集落について、 
人口減少下における土地利用ガイドラインに基づき、一定の人口を確保、まちのまとまりを維持して行き、 
様々な状況を確認し、また近隣都市の取り組みを確認しながら、検討していきます。 

 

3．高齢者運転への対応について 
 （1）安全運転支援装置等に対する補助制度  （2）高齢者移動手段への今後の対応 
 

 →高齢者運転による死亡事故は増加しており、重要な課題です。他市における補助もあることも認識しており、 
今後調査、研究していきます。今後の移動手段については、コミュニティバスの路線変更や時刻変更などを、 

   また、デマンドタクシーにつきましても、地域公共交通会議の中で検討を重ねてまいります。 

ご意見・ご要望をお寄せください 
 

皆様の声を市政に反映させるため、ご意見・ご要望またはご質問など、E メールや FAXなどで 

どしどしお寄せください。皆様と一緒に住みよい伊勢崎市を創っていきましょう。 
 

 E-mail ： tomonori.sa10@gmail.com    FAX ： 0270-32-8122 

        Facebook ： https://www.facebook.com/toayumo 

【一般質問を行いました（令和元年 9月 6日）】 

【お問い合わせの対応状況】 
学校、道路、公園樹木の問題や土手階段手すり設置等、 

様々な問題のお話をいただいております。 

ひとつずつ丁寧に解決に向けて努力してまいります。 
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